








ま    と    め

  男女間のセックスの結果が意図しない妊娠という事件を引き起こすものであることはい

うまでもない。   しかも十分な性知識をもたず、理性的に避妊を行うことができない若

い世代では、  むしろ妊娠を避けることは至難の技であるといってもいい。わが国の避妊

の現状をみても、コンドームに代表されるように男性主導型であり、避妊行動に女性が不

在であることをまず問題点としてあげたい。    「愛」という名のもとに、男性の理解あ

る行動を期待することもわからないではないか、妊娠を引き受けるのが女性である以上、

やはり避妊は女性主導でなければならない。  中には、  中絶をあたかも避妊法の一つか

のように捉えている若年者もいる。中絶は緊急避難の措置であるとはいえ、  中絶を希望

してやってきた若年者に面したとき、将来に禍根を残さないため止も、納得の上の合意が

得られるようにしたいものだ。

絶対妊娠するわけにはいかないという若年者にとって、    「エイズの蔓延を防止するた

めに」  という次元の異なる問題によって、低用量ピルの認可が先送りされていることは、

わが国の家族計画・避妊の歴史上、  不幸極まりないことである。認可への道が一日も早

く開かれることを心から願ってやまない。


